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令和５年度一般会計決算

歳入総額93億8984万円・歳出総額90億5568万円
歳入・歳出差引額（形式収支額）は、3億3416万円の黒字です。翌年度に繰り越すべき財源

（繰越明許費等）4360万円を差し引いた実質収支は、2億9056万円になります。

また、町債残高60億572万円、基金残高39億8295万円となり、自主財源構成比は、51.2％

（前年度51.9％）です。

歳 入 歳 出 差 引 額

国 民 健 康 保 険 20億7835万円 20億56万円 7779万円

後 期 高 齢 者 医 療 ３億1949万円 ３億1233万円 716万円

令和５年度 特別会計決算・下水道事業会計決算

●町民一人当たりにかかったお金（一般会計） 51万6877円
人口 17,520人で計算（令和6年3月31日現在）

収 益 費 用 純 利 益

下 水 道 事 業 会 計 ５億366万円 ４億1479万円 3969万円

民 生 費

19万2278円

児童、高齢者、障が

い者の福祉の推進等

公 債 費

3万3597円

これまでの施設整備

等で借りたお金の返

済分と支払利子の合

計

総 務 費

12万9736円

総務管理、財産管理、

地域振興、税務事務

等

衛 生 費

3万6698円

ゴミ、し尿の処理や

健康増進事業等

土 木 費

2万8945円

道路、公園、公営住

宅の整備等

災害復旧費

3618円

自然災害等で破損し

た道路や河川、公園

などの「公共土木施

設」の復旧等

議 会 費

5686円

議会運営や議員報酬

等

そ の 他

2万1192円

消防費、その他の支

出

教 育 費

4万3935円

学校の管理運営や施

設整備、生涯学習の

推進等

農林商工費

2万1192円

農業、林業、商工、畜

産業等の振興
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どうだったかな？ 令和５年度の事業と成果

（町長の所感）
スポーツ・音楽の振興や子育て支援、住民対応の行政機能の強化など、バランスよく行えたと思っ
ています。行政の機能強化は引き続き取組を行います。

（議会の提案）
農地災害に対する復旧問題など、まだ解決されていない部分が多くあります。５年度の決算とし
て、総括的に出来たところと出来ないところを分かるように報告して下さい。
また、それが次年度の予算に活かされるように提案します。

（事業内容）
営利を目的としない町内の「まちづくり組織」を支援する補助
事業

（議会の提案）
最近、団体が減少傾向です。補助金の使途に厳しい制限があっ
たり、事業を継続するためのハードルが高くなっているのでは
ないでしょうか？現状の把握や既存団体の課題などを共有し、
住民に寄り添った有意義な基金の使い方を研究して下さい。

（事業内容）
ボランティアで町内の美化活動を行う道路などの里親制度

（議会の提案）
町民の善意で成り立っている事業です。登録者の高齢化とと
もに、活動の縮小は必至です。現場の声を聴き、改善する対応
も必要だと考えます。

（町の回答）
今後は、支援内容の充実とともに、担当課だけではなく他の課
とも連携をとり、来年度の予算に反映できるよう取り組みま
す。

修繕料 407万円
交通安全施設工事費 1,711万円

（事業内容）
令和５年度に行ったカーブミラーの設置や修繕、道路の修繕などの費用

（議会の提案）
要望を受けた「どの箇所」が「どこまで」進んでいるのかハッキリしま
せん。
町民から要望があった箇所の進み具合が分かるような管理を行うとと
もに、要望はまちづくり提案を活用してはどうでしょうか？

（町の回答）
今後も進み具合は要望者へ連絡を行います。また、要望は区長会にも説
明を行い、まちづくり提案によって受け付けて行きたいと考えます。

少しでもまちのために！

草刈りも町民の善意で

まちづくり基金事業

アダプトプログラム

修繕料・交通安全施設工事費

いつ順番が回ってくるの？
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令和５年度 決算審査結果の意見
代表監査委員 太田博史 監査委員 中村絵理

（１）今年度も「黒字決算」で一安心 ! （２）財政力は県内３位の高位置をキープ !

（３）町税収入は 過去最高額を更新 ! （４）もっと集めよう !「ふるさと納税の寄付金」

（５）財政状況が毎年改善 !

（６）子育て支援策の効果上昇中（10年連続で園児数増加) !

（７）下水道事業も健全な経営を継続中、水洗化率は県内トップ !

３年度 ４年度 ５年度

実質収支額 274 281 291

①決算の結果、適当な金額の黒字に。

②健全な財政運営を継続中。

３年度 ４年度 ５年度

財政力指数
基山町 0.66 0.64 0.63

県平均 0.51 0.50 0.50

*財政力指数…自治体の財政の豊かさを示す代表的な指数

①この指数は「1.0」に近いほど財政力は強い。

②町税等の増収により更に財政力の強化を。

（単位：百万円）

３年度 ４年度 ５年度

町税収入 2,415 2,490 2,568

①この内、景気変動の影響が比較的少ない固定資産税が50.2％。

②移住定住の促進や企業誘致などの施策効果と考える。

（単位：百万円）

３年度 ４年度 ５年度

個人から 941 872 904

法人から 2 6 4

①この寄付金は固定資産税・町民税の次に貴重な収入源。

②取組の継続と強化、返礼品の開発を更に頑張って。

（単位：百万円）

①差額が毎年大きく減っているということは、財政運営が堅調に推移している。

②緊急度・住民ニーズを的確に把握した事業の選択により、借金の抑制に努めて。

（単位：百万円）

①ライフステージに応じた基山町の子育てに対する施策がその成果として表れている。

v
・「出会い∼結婚∼妊娠・出産」から「子育て」まで切れ目のない支援

・子育て世代の就労支援や住まいの取得まで専門職員によるきめ細やかなサポート

・地域で子どもを育てる取組み「ファミリーサポートセンター事業」の推進

②当町自慢の子育て支援策の更なる充実を図ることにより、若い世代が仕事も子育てもしやすい地域づくりに更に

力を入れることが求められている。

（人数は各年３月末現在）

①水洗化率は県内で最も高い率。佐賀県平均＝80％（令和４年度）

②下水道使用料収入は順調に延びている。

③今後も使用料の値上げはしなくてよい様に企業努力を。

④今後は厳しい財政状況が予想される。着実に経営戦略プランの実行を。

（単位：％、百万円）

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

借金(A) 6,443 6,655 6,736 6,354 6,006

貯金(B) 2,307 2,594 3,289 3,633 3,983

差額(A-B) 4,136 4,061 3,447 2,721 2,023

H27年 28年 29年 30年 R元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

園児数（人） 349 392 411 419 447 526 549 577 578 615

３年度 ４年度 ５年度

水洗化率 98.2 98.3 98.3

下水道

使用料収入
194 198 202
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一般会計 補正予算 １億2437万円追加

■第２回臨時会（８月16日）の内容■

定額減税措置において、当初予算の積算時から対象者数や一人当たりの給付額の増加

等があったため補正します。

定額減税補足給付金 1億2437万円

工

藤

絵
美
子

水

田

志

保

中
牟
田

文
明

佐
々
木

敎

雄

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大
久
保

由
美
子

末

次

明

桒

野

久

明

大

山

勝

代

松

石

信

男

会

議

の

結

果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

無記名投票（同意９票 不同意３票） 同意

全員賛成 採択

賛否同数により議長判断 採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和５年度
決算

一般会計

特別会計

国保、後期高齢者医療

下水道事業

令和６年度
補正予算
(第３号)

一般会計

特別会計

国保、後期高齢者医療

下水道事業

条例改正

ひとり親家庭医療費助成

国民健康保険

県土地改良事業の分担金徴収

余剰金の処分 令和５年度下水道事業会計未処分利益

人事への同意 教育委員会委員任命

意見書
(政府へ)

地方財政の充実・強化を求める

核兵器禁止条例の参加・調印・批准を求める

第２回
臨時議会

令和６年度一般会計補正予算（第２号）

私の判断

r
○ 賛成・認定・同意

× 反対・不認定・不同意 �

採決は議長を除く議員により行われますが、賛成・反対が同数の場合、議長が決します。

第３回定例会・第２回臨時会の採決結果
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９

月

定

例

会

補

正

予

算

それぞれの世代が快適に過ごせる総合公園へ

総合公園北側の大型複合

遊具は児童の利用が多いこ

とから、幼児でも安心して遊

べる遊具が欲しいとの要望

がありました。そこで、児童

と幼児の遊ぶエリアを区分

し、それぞれに適切な遊具を

設置します。また現在、藤棚

がある東側の緑地には、東屋

（あずまや）やベンチを設置

し、子ども達が走りまわった

り、高齢者が体操などの運動

ができたり、自由に使える芝

生広場を整備します。

交通安全対策費

１．今回補正予算で支柱腐食等によるカーブミラー４か所の修繕費として130万

円の計上

２．工事請負費として令和６年当初予算での修繕費不足分として214万円を計上

令和６年当初計画が遅れており、早急に工事スケジュールの提出を求めてい

ます。安全対策は町民の命を守る重要な事業です。議会としてもこまめに

チェックを行います。

NO 修繕箇所 修繕内容

１ 白坂・玉虫線 カーブミラー１面鏡支柱

２ 宿５号線 カーブミラー２面鏡

３ 玉虫・吉原１号線 カーブミラー２面鏡支柱

４ 三国・丸林線 カーブミラー２面鏡支柱

344万円

快適な公園へ機能を再編

基山総合公園施設工事費 3,245万円

チ
ェ
ッ
ク
！



令和６年９月議会7

９

月

定

例

会

補

正

予

算

タブレットなどの購入

児童生徒数の増加分と、故障等による代替え用に購入する費用です。

Ｑ タブレットの購入や修繕は国の補助等がありますか？

Ａ 購入については１台55,000円を上限

に３分の２の県補助金がありますが、

修繕については補助金はありません。

Ｑ タブレットの持ち帰りについての指

導は？

Ａ 登下校時に破損しないように、ラン

ドセルの中に入れるよう指導を徹底

していきます。

基山小学校：348万円 若基小学校：50万円 基山中学校：483万円

基山小学校では、支援が必要な児童のため、２階建ての校舎の増築を行いました。

１階は特別支援学級４クラスを使用し、２階多目的ルームの一部を不登校児童の居

場所「さくらるーむ」として使用しています。令和７年度に特別支援学級の増加が

見込まれるため、多目的ルームに壁をつくり教室を新たに確保します。

Ｑ ２階を、不登校児童の居場所「さくら

るーむ」で使用していますが、工事中、

利用に影響はありませんか。また、児

童が増えた場合の対応はどうします

か。

Ａ 利用児童に影響が出ないよう配慮し工

事を行います。また、２階全てを特別

支援学級として使用するようになった

場合、移設の検討を行います。

1,088万円

基山小学校の特別支援学級増設

特別支援学級が増設された新校舎

でも、ランドセルに入らないタブレット

チ
ェ
ッ
ク
！
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９

月

定

例

会

補

正

予

算

通学距離が３㎞以上でコミュニティバスが利用できない児童に対し、1,000円/月を

支給します。

Ｑ 将来的なデマンド交通の導入した場合、現在コミュニティバス通学をしている

児童への対応はどうなりますか。

Ａ 通学距離３㎞以上に対しては何らかの方法で継続し、３㎞未満の広範囲につい

ては検討中です。

3万6千円

補正前 補正後

通
学
距
離

３㎞以上
コミュニティバス

フリーパス券支給

①コミュニティバス

フリーパス券支給

②1,000円/月支給

２㎞以上３㎞未満 自己負担にてコミュニティバス利用可

遠距離通学児童通学支援金

園部地区にいちご農園

佐賀県営土地改良事業により、農業法人がいちご農園を町営球場南に隣接して開

業する予定です。町の負担はありませんが、町が代行して農業法人から徴収し県へ

支払うため、条例の改正が必要になります。

Ｑ 事業参入の経緯とメリットは。

Ａ 県から相談を受け、町が農業委員会や生産組合等に相談して、今回の用地を県

に提示しました。メリットは農業を継続する組織体の定着や、新規就農者への

研修機能が期待でき、農業振興につながります。

基山町営球場基山町営球場

正応寺IC正応寺IC

チ
ェ
ッ
ク
！

議会からの要望

就農者の高齢化や中山間

地の耕作放棄地等の課題

もあります。今回の事業

が従来の農業課題解決に

なっているか精査して、よ

り具体的な計画を示して

下さい。
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一般質問

画
﹂
は
今
年
度
中
に
策
定
予
定
で
す
。

脱
炭
素
型
カ
ー
シ
ェ
ア
事
業
に
つ
い
て

Ｑ

こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
は
。

Ａ

現
在
登
録
者
40
人
、
利
用
者
は
令

和
５
年
度
43
件
、
令
和
６
年
度
３
件
。

Ｑ

今
後
の
課
題
は
。

Ａ

試
乗
体
験
を
通
し
て
電
気
自
動
車

購
入
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
脱
炭
素
化

を
図
り
た
い
が
、
利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
点
が
課
題
。
電
気
自
動
車
購
入
に

対
す
る
補
助
も
今
後
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

消
防
団
の
定
数
︵
実
団
員
数
︶
は
。

Ａ

条
例
定
数
は
１
９
７
人
、
実
団
員

数
は
４
月
１
日
時
点
で
、
１
７
１
人
で

す
。

Ｑ

団
員
確
保
の
現
状
と
取
り
組
み

は
。

Ａ

消
防
団
勧

誘
員
に
よ
る
勧

誘
活
動
で
今
年

度
４
人
が
入
団

︵
全
16
人
︶。
今

後
も
勧
誘
活
動

や
チ
ラ
シ
な
ど

で
団
員
確
保
に

努
め
た
い
。

Ｑ

消
防
格
納
庫
の
町
へ
の
移
管
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

Ａ

現
在
基
山
町
消
防
団
の
再
編
計
画

を
検
討
中
で
あ
り
、
消
防
格
納
庫
の
移

管
は
、
消
防
団
各
部
の
統
廃
合
の
際
に

行
い
た
い
。﹁
基
山
町
消
防
団
再
編
計

水み
ず

田た

志し

保ほ

議
員

Ｑ

消
防
格
納
庫
の
町
へ
の
移
管
の
考
え
は

Ａ

消
防
団
の
統
廃
合
決
定
後
、
移
管
す
る

カーシェアで利用できる電気自動車

トイレを新設した第二部格納庫

12人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

一般質問
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町
内
行
政
区
の
位
置
図
の
明
確
化
を

Ｑ

町
は
情
報
発
信
を
自
治
会
単
位
の

行
政
区
名
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
定
住

者
で
さ
え
位
置
関
係
を
十
分
把
握
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
。
対
策
は
。

Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
室
の
取
り
組
み

Ｑ

耕
作
放
棄
地
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
飼
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
鳥
類

﹁
エ
ミ
ュ
ー
﹂
。
現
在
、
町
内
で
飼
育
さ

れ
て
い
る
数
と
ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設

の
設
置
費
用
総
額
と
毎
年
の
維
持
費

は
。

Ａ

飼
育
さ
れ
て
い
る
数
は
６
３
０

羽
。
設
置
費
用
総
額
は
約
３
０
０
０
万

円
。
維
持
費
は
指
定
管
理
委
託
料
と
災

害
共
済
で
年
間
約
２
０
３
万
円
で
す
。

Ｑ

導
入
か
ら
約
10
年
経
過
し
て
い
ま

す
。
今
年
８
月
に
関
連
事
業
者
が
福
岡

県
筑
前
町
に
エ
ミ
ュ
ー
商
品
の
販
売
を

含
む
資
料
館
を
開
設
し
ま
し
た
。
本
来
、

基
山
町
が
主
導
し
て
情
報
発
信
す
べ
き

要
の
施
設
が
、
ど
う
し
て
筑
前
町
に
開

設
さ
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ

事
前
の
打
診
は
あ
り
ま
し
た
が
、

町
内
に
用
地
等
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
基
山
町
へ
の
開
設
も
希
望
さ
れ

て
い
る
の
で
、
前
向
き
に
考
え
ま
す
。

Ｑ

な
ぜ
エ
ミ
ュ
ー
資
料
館
が
筑
前
町
に
？

Ａ

用
地
の
確
保
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

筑前町エミュー資料館の案内

Ｑ

６
年
前
に
設
置
さ
れ
た
解
体
処
理

施
設
に
よ
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

産
物
等
の
被
害
に
取
り
組
む
際
の
負
担

軽
減
及
び
意
欲
向
上
と
い
う
目
的
は
ど

の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ

効
果
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

施
設
に
持
ち
込
む
イ
ノ
シ
シ
の
数
が
目

標
よ
り
少
な
い
で
す
。
猟
友
会
や
き
ざ

ん
の
守
り
人
と
連
携
を
と
り
、
施
設
の

稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
、
今
後
の
対
策

協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

獣
害
駆
除
対
策
を
優
先
し
て
設
置

さ
れ
た
施
設
で
す
。
搬
入
数
優
先
で
は

な
く
、
捕
獲
す
る
意
欲
向
上
を
目
指
す

施
策
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

野
生
鳥
獣
肉
︵
イ
ノ
シ
シ
︶
の
安
定
供

給
は
難
し
く
、
民
間
飼
育
エ
ミ
ュ
ー
の

解
体
中
心
で
稼
働
中
で
す
。
施
設
使
用

料
も
指
定
管
理
者
に
支
払
わ
れ
、
町
に

は
何
も
収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

法
律
で
定
め
る
公
共
施
設
の
運
営
目
的

に
も
合
致
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
を
民
間
に
譲
渡
し
、
イ
ノ
シ
シ
解

体
は
町
が
補
助
金
を
出
す
こ
と
が
良
い

選
択
肢
だ
と
考
え
ま
す
。

Ａ

ま
ず
、
イ
ノ
シ
シ
の
搬
入
が
少
な

い
こ
と
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
猟
友
会
等
と
の
連
携
に
期
待
し
ま

す
。

Ｑ

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
の
今
後
は
？

Ａ

イ
ノ
シ
シ
の
搬
入
率
を
上
げ
ま
す

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

民間譲渡も一つの選択肢
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Ｑ

通
学
路
の
点
検
結
果
と
対
策
は
ど

の
よ
う
に
。

Ａ

路
面
標
示
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ポ

ス
ト
コ
ー
ン
設
置
等
で
指
摘
事
項
等
が

あ
っ
た
場
合
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

低
学
年
の
児
童
に
は
、
現
地
で
﹃
親

子
で
取
り
組
む
危
険
予
知
活
動
﹄
を
。

Ａ

特
に
一
年
生
の
教
育
が
大
事
で

す
。
入
学
前
・
後
に
お
い
て
の
教
育
で
、

先
進
事
例
を
研
究
し
検
討
し
て
み
た

い
。

Ｑ

通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、

確
認
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
抑
止
の
観

点
か
ら
、﹃
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
﹄
の
表

示
を
。

Ａ

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
確
認

し
て
い
ま
す
。
不
審
者
情
報
が
あ
る
場

所
等
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
り
し

な
が
ら
、
犯
罪
抑
止
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
取
組

Ｑ

シ
ス
テ
ム
開
発
で
専
門
知
識
は
。

Ａ

専
門
知
識
は
不
要
で
、
職
員
自
ら

シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｑ

利
用
者
拡
大
の
取
組
は
。

Ａ

ス
マ
ホ
の
操
作
が
不
安
な
方
に

は
、
ス
マ
ホ
教
室
や
出
前
講
座
を
実
施

し
、
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ

通
学
時
の
安
全
確
保
の
取
組
は

Ａ

安
全
施
設
の
合
同
点
検
を
毎
年
実
施

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

この信号、事故再発防止は大丈夫？

ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服
・
通
学
バ
ッ
ク
・

体
操
服
・
水
着
・
学
校
指
定
の
靴
・
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
上
履
き
・
帽
子
・
修

学
旅
行
の
費
用
・
宿
泊
訓
練
代
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
・
学
年
費
・
部
活
動
費
・
副
読

本
・
教
科
ご
と
の
ワ
ー
ク
・
漢
字
ド
リ

ル
・
計
算
ド
リ
ル
・
資
料
集
・
地
図
帳
・

実
験
工
作
の
実
習
キ
ッ
ト
・
お
道

具
箱
・
引
き
出
し
・
算
数
セ
ッ
ト
・

書
道
セ
ッ
ト
・
裁
縫
セ
ッ
ト
・
絵

具
セ
ッ
ト
・
リ
コ
ー
ダ
ー
・
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
各
種
辞
書
・
卒
業

ア
ル
バ
ム
代
・
卒
業
記
念
品
代
・

中
学
校
の
武
道
の
用
具
な
ど
。

Ａ

支
援
が
必
要
な
家
庭
に
は

一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
学
時
、
年
度
初
め
一
括
購
入
し

て
い
た
も
の
で
、
お
譲
り
で
き
る

も
の
は
購
入
せ
ず
、
改
善
や
見
直

し
を
行
い
、
学
校
費
用
の
支
援
拡

充
を
検
討
し
た
い
で
す
。

Ｑ

義
務
教
育
の
９
年
間
で
教
育
に
か

か
る
費
用
︵
隠
れ
教
育
費
︶
の
出
費
が

多
い
で
す
。
憲
法
で
は
﹁
教
育
費
は
無

償
﹂
を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
負

担
が
当
然
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
全

国
的
調
査
が
あ
り
ま
す
。
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

Ｑ

保
護
者
負
担
の
学
校
費
用
の
軽
減
を

Ａ

支
援
拡
充
の
検
討
を
し
た
い

隠れ教育費

発行所：太郎次郎社エディタス
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す
。
現
在
、
小
中
学
校
に
同
時
に
通
う

３
人
目
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
が
、
３

人
目
無
料
を
高
校
生
ま
で
と
す
る
か
検

討
し
ま
す
。

高
卒
ま
で
子
ど
も
の
国
保
税
軽
減
を

Ｑ

国
保
税
は
会
社
員
の
健
康
保
険
よ

り
２
倍
の
保
険
料
と
な
っ
て
い
て
、
大

変
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
と
﹁
均
等
割
３

万
３
８
０
０
円
﹂
税
金
が
上
が

り
ま
す
。
こ
れ
を
な
く
す
こ
と

は
子
育
て
支
援
と
な
り
ま
す
。

小
学
校
か
ら
高
校
卒
業
ま
で

﹁
均
等
割
３
万
３
８
０
０
円
﹂
の

半
額
減
免
す
れ
ば
財
源
は
２
５

５
万
円
必
要
で
す
が
、
基
金
３

億
円
の
一
部
を
充
て
れ
ば
実
施

で
き
る
の
で
は
。

Ａ

財
源
を
含
め
、
実
施
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
来

年
度
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
年

内
に
第
１
次
案
を
示
し
た
い
。

Ｑ

文
科
省
の
調
査
で
は
全
国
で
５
４

７
、
県
内
は
６
自
治
体
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
基
山
町
子
ど
も
生
活
実
態
調
査

で
は
﹁
給
食
費
の
軽
減
・
無
料
化
﹂
の

要
望
が
高
い
。
無
料
化
で
は
学
年
ご
と

の
実
施
や
第
２
子
以
降
の
無
料
化
の
拡

充
を
提
案
し
ま
す
。

Ａ

い
ま
す
ぐ
拡
充
は
む
ず
か
し
い

が
、
他
自
治
体
の
例
を
見
て
検
討
し
ま

Ｑ

給
食
費
無
料
化
要
望
が
高
い
が

Ａ

３
人
目
無
料
を
18
歳
ま
で
検
討

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

学校給食状況

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

Ａ

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
関
係
課
と
連
携
し
検
討
し
ま

す
。

基
山
町
の
農
業
に
未
来
を

Ｑ

こ
こ
数
年
の
間
で
32
ha
︵
東
京

ド
ー
ム
６
・
８
個
分
︶
の
農
地
が
宅
地

や
産
業
用
地
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ま
す
か
。

Ａ

農
業
振
興
す
る
立
場
と
し
て
は
寂

し
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
も
町
の
振
興
の
た
め
に

は
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

食
料
安
全
保
障
の
視
点
で
、
守
る

べ
き
農
地
に
つ
い
て
町
が
目
標
値
を
出

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

守
る
べ
き
農
地
に
つ
い
て
は
、
国

が
出
す
数
値
を
受
け
て
判
断
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

コ
ミ
バ
ス
の
運
賃
に
つ
い
て
は
免

許
返
納
者
へ
の
優
遇
が
大
き
く
、
そ
れ

以
外
の
高
齢
者
と
の
公
平
性
が
保
て
て

い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

回
数
券
や
定
期
券
の
よ
う
な
も
の

の
導
入
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

高
齢
者
等
の
町
外
へ
の
移
動
支
援

Ｑ

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
移
動
支
援
を

Ａ

実
証
実
験
や
意
見
を
も
と
に
検
討
す
る

工く

藤ど
う

絵え

美み

子こ

議
員

育て！未来の担い手
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Ｑ

未
使
用
町
所
有
土
地
に
対
す
る
姿
勢
は

Ａ

調
査
し
、
有
効
活
用
を
図
る

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員

Ａ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
は
自
然
環
境

保
全
並
び
に
公
害
防
止
、
緩
和
を
図
る

事
を
目
的
と
す
る
一
定
の
緑
地
が
必
要

で
す
。
維
持
管
理
に
は
経
費
が
掛
か
る

が
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

キ
マ
チ
ャ
リ
事
業
は
大
丈
夫
か

Ｑ

基
山
駅
前
に
設
置
し
て
い
る
電
動

ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
事
業

は
利
用
実
績
が
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。
利

用
増
と
収
益
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
抜
本

的
な
改
善
策
を
講
じ
る
時
期
に
来
て
い

ま
す
。
先
ず
は
、
町
民
に
試
乗
し
て
も

ら
う
こ
と
、
そ
し
て
立
て
直
し
策
を
打

ち
出
し
、
そ
れ
で
も
好
転
し
な
け
れ
ば

事
業
撤
退
を
検
討
す
べ
き
。

Ａ

今
年
度
は
利
用
者
も
伸
び
て
い
ま

す
。
現
状
は
大
幅
な
赤
字
で
あ
り
ま
す

が
、
先
進
自
治
体
の
成
功
事
例
を
参
考

に
し
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
キ

マ
チ
ャ
リ
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
周
辺
の
黒
谷
緑

地
は
町
有
の
都
市
公
園
・
緑
地
で
す
が

有
効
活
用
さ
れ
ず
、
草
刈
り
な
ど
の
環

境
整
備
に
経
費
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

未
使
用
な
町
有
地
は
保
有
す
べ
き
で
な

く
、
売
却
す
る
か
有
効
活
用
す
べ
き
で

は
。

駅前の電動アシスト付き自転車

Ａ

再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、
消
防
委

員
会
、
消
防
部
長
会
、
区
長
会
、
議
会

と
の
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

令
和
６
年
度
末
策
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ

消
防
団
の
現
状
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

団
長
、
副
団
長
以
下
本
部
か
ら
女

性
部
ま
で
10
の
部
に
よ
っ
て
構
成
し
て

い
ま
す
。
団
員
の
条
例
定
数
は
１
９
７

人
で
、
４
月
１
日
時
点
で
の
実
団
員
数

は
１
７
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

課
題
は
何
で
す
か
。

Ａ

消
防
団
員
の
確
保
や
平
均
年
齢
の

上
昇
。
ま
た
、
各
部
が
担
当
し
て
い
る

人
口
、
世
帯
数
、
面
積
等
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
こ
と
も
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ

再
編
案
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

①
現
在
の
編
成
を
維
持
し
、
各
部

の
実
員
数
の
適
正
化
を
図
り
条
例
定
数

を
見
直
す
案
、
②
団
員
確
保
が
困
難
で

あ
る
と
意
見
の
あ
っ
た
部
を
中
心
と
し

た
再
編
案
、
③
各
区
の
地
理
的
な
関
係

か
ら
み
た
新
た
な
再
編
案
の
３
案
を
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ

い
つ
ま
で
に
決
定
し
ま
す
か
。

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

Ｑ

基
山
町
消
防
団
の
再
編
は
ど
う
な
る
の
か

Ａ

再
編
計
画
を
令
和
６
年
度
中
に
策
定
す
る

消防訓練での放水状況
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一般質問12人のここが聞きたい！

支
援
が
必
要
な
児
童
対
策
に
つ
い
て

質
の
良
い
特
別
支
援
教
育
を
行
う
為

に
は
、
そ
の
中
心
と
な
る
担
任
を
兼
任

し
た
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
特
別
支
援

教
育
の
更
な
る
質
向
上
の
た
め
、
専
門

的
立
場
か
ら
指
導
す
る
地
域
エ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
を
佐
賀
県

に
要
望
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

ご
み
を
排
出
抑
制
し
、
再
利
用
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
ご
み
袋
の
金
額
を

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
適
正
水
準
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本

町
の
現
状
を
質
問
し
ま
す
。

Ｑ

基
山
町
と
近
隣
市
の
可
燃
ご
み
袋

︵
大
︶
１
枚
の
容
量
・
金
額
は
。

Ａ

筑
紫
野
市
45
ℓ
50
円
、
小
郡
市
35

ℓ
52
円
、
鳥
栖
市
45
ℓ
42
円
、
基
山
町

54
ℓ
30
円
で
す
。

Ｑ

基
山
町
は
破
格
の
値
段
で
す
。
ご

み
の
排
出
を
抑
制
し
再
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
適

正
価
格
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
で
す

か
。

Ａ

ご
み
袋
の
大
き
さ
、
ご
み
処
理
経

費
等
を
算
出
し
、
適
正
価
格
を
検
討
し

ま
す
。
他
の
住
民
負
担
と
の
関
係
も
あ

る
の
で
、
慎
重
に
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
ご
み
減
量
を

Ａ

ご
み
処
理
経
費
等
慎
重
に
検
討
す
る

中な
か

牟む

田た

文ふ
み

明あ
き

議
員

ごみ減量化が進んでいる小郡市のごみ袋

Ｑ

小
中
学
校
体
育
館
や
、
ジ
ュ
ニ
ア

卓
球
ク
ラ
ブ
等
が
利
用
す
る
中
学
校
多

目
的
ル
ー
ム
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ

設
置
が
必
要
な
施
設
の
た
め
検
討

し
ま
す
。

不
登
校
対
策
の
取
組
は

Ｑ

国
の
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学

び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策
と

は
。

Ａ

不
登
校
児
童
生
徒
に
学
び
の
場
を

確
保
し
学
び
た
い
と
思
う
時
に
学
べ
る

環
境
を
整
え
、
保
護
者
と
連
携
や
情
報

共
有
も
不
可
欠
な
対
策
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

未
来
あ
る
基
山
の
子
ど
も
達
の
不

登
校
対
策
の
考
え
を
示
し
て
下
さ
い
。

Ａ

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
の
整
備
や
、

孤
立
し
な
い
よ
う
社
会
的
な
つ
な
が
り

を
保
つ
た
め
、
体
験
活
動
等
の
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

窓
口
業
務
に
﹁
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
﹂

導
入
が
で
き
な
い
か

Ｑ

聴
力
低
下
は
、
65
歳
以
上
は
約
３

割
、
70
代
は
約
５
割
、
80
代
は
約
８
割

が
加
齢
性
難
聴
に
な
る
そ
う
で
す
。
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
方
の
窓
口
対
応
に
、

設
置
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

窓
口
対
応
の
質
の
向
上
に
、
効
果

等
を
把
握
し
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

小
中
学
校
体
育
館
等
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

Ａ

設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
ま
す

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

軟骨伝導イヤホン
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一般質問 12人のここが聞きたい！

必
要
で
あ
り
現
状
で
は
人
材
が
見
当
た

ら
ず
断
念
し
ま
し
た
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
名
物
市
場
は
情
報
発
信

Ｐ
Ｒ
で
も
重
要
な
発
信
基
地
で
す
。
責

任
者
に
販
売
ス
キ
ル
の
高
い
集
落
支
援

員
を
有
効
登
用
し
、
売
上
拡
大
を
図
る

こ
と
で
、
情
報
発
信
に
つ
な
げ
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ

現
在
責
任
者
は
配
属
し
て
い
る
が

今
後
集
落
支
援
員
を
含
め
売
上
拡
大
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

集
落
支
援
員
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
ド
メ
イ
ン
に
観
光
を
中
心
に
企

画
、
生
産
、
流
通
、
販
売
ま
で
一
元
化

し
た
組
織
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

ド
メ
イ
ン
の
組
織
と
し
て
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
前
に
基
山
町
と
し
て
何

を
売
り
出
す
の
か
を
き
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
検
討
が
必
要
で
す
。

産
業
振
興
は
財
政
確
保
、
安
定
化
に

必
要
で
あ
り
、
早
急
に
取
組
む
べ
き
案

件
と
考
え
質
問
し
ま
し
た
。

Ｑ

初
期
投
資
が
少
な
い
観
光
を
強
化

す
る
た
め
、
観
光
協
会
を
法
人
化
す
る

考
え
は
な
い
で
す
か
。

Ａ

過
去
に
検
討
は
し
た
が
、
職
務
遂

行
の
た
め
に
は
高
レ
ベ
ル
の
ス
キ
ル
が

Ｑ

今
後
注
力
す
る
産
業
分
野
は
何
か

Ａ

商
業
、
観
光
農
園
を
含
め
た
農
業
、
観
光

佐さ

々さ

木き

敎の
り

雄お

議
員

さらに魅力ある名物市場へ

基山町教育委員会委員の任命に同意

田
た

口
ぐち

英
ひで

信
のぶ

氏（基山町小倉）

基山町教育委員会委員の任期満了に伴い

令和６年10月14日から令和10年10月13日まで任命

議長交際費執行状況表（令和６年度７月∼９月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

賛助 5,000 被爆79周年原水爆禁止世界大会

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

1 5,000 4 18,746



令和６年９月議会 16

総
務
文
教
常
任
委
員
会

基
山
小
学
校
の
増
築
校
舎
と
特

別
支
援
学
級
の
現
状
を
調
査

基
山
小
学
校
で
は
特
別
支
援
学

級
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
令
和
６
年
３
月
に
２
階
建
て
の

新
校
舎
を
整
備
し
ま
し
た
。

１
階
は
、
特
別
支
援
学
級
と
し
て

４
教
室
を
使
用
し
、
２
階
多
目
的

ル
ー
ム
の
一
部
に
不
登
校
児
童
の

た
め
の
居
場
所
﹁
さ
く
ら
る
ー
む
﹂

を
設
置
、
放
課
後
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
敷
地
に
足
を
踏
み

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
は
保

健
セ
ン
タ
ー
内
の
﹁
ま
い
る
ー
む
﹂

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
学
級
に
通
う
児
童
数

の
増
加
理
由
と
し
て
は
、
住
宅
開
発

等
に
よ
る
児
童
数
の
増
加
も
あ
り

ま
す
が
、
児
童
の
特
性
に
合
わ
せ
た

学
び
を
受
け
ら
れ
る
特
別
支
援
学

級
を
選
ぶ
保
護
者
が
増
え
た
こ
と

や
、
子
ど
も
の
特
性
を
理
解
し
早
め

の
療
育
に
つ
な
げ
る
家
庭
が
増
え

た
こ
と
、
保
育
園
等
と
小
学
校
と
の

連
携
に
よ
り
情
報
共
有
が
う
ま
く

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
整
備
の
充
実
を

当
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
が
児

童
生
徒
に
と
っ
て
楽
し
く
学
び
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
場
と
す
る
た

め
、
児
童
の
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
空
間
﹁
カ
ー
ム
ダ

ウ
ン
ル
ー
ム
﹂
な
ど
の
更
な
る
環
境

整
備
を
提
案
し
ま
し
た
。

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

基
山
町
下
水
道
事
業
の
調
査

現
在
町
内
に
は
4
処
理
場
︵
け
や

き
台
、
基
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
本
桜
、

き
や
ま
台
︶
で
汚
水
処
理
を
行
い
、

河
川
へ
放
流
し
て
い
ま
す
。
4
処

理
場
以
外
の
汚
水
は
宝
満
川
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
圧
送
し
、
一
部
地
域
で

は
鳥
栖
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
４
処
理
場
は
す
で
に
40
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
含
め
た
維
持
管
理
費
が
高
騰

し
財
政
を
圧
迫
す
る
事
が
明
確
に

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
﹁
基
山
汚
水
ポ
ン
プ
場
﹂
が

建
設
中
で
、
令
和
７
年
12
月
に
完
成

予
定
、
令
和
８
年
稼
働
予
定
で
す
。

稼
働
後
、
町
内
４
処
理
場
を
順
次
統

廃
合
し
、
﹁
基
山
汚
水
ポ
ン
プ
場
﹂

を
経
由
し
宝
満
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
圧
送
す
る
計
画
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
基
山
町
下
水
道
事

業
の
安
定
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

所 管 事 務 調 査

宝満川浄化センター「こんなにキレイになる!!」

３月に増築された新校舎

建設中のポンプ場視察
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令和６年 第４回基山町議会定例会の予定

12月３日（火）∼13日（金)

一般質問 12月４日（水）∼６日（金)

お知らせ

中学生議会が開催されました

９月28日（土）

基山中学校３年生の15人が、町長や課

長役と議員役に分かれ、議場で熱い議

論を繰り広げました。

ぜひYoutubeで

ご覧ください！

スキルアップ！スキルアップ！
議員研修会が開催されました

８月7日
　防災・減災と議会の役割
　　跡見学園女子大学教授　鍵屋　一　氏

８月21日
　ウクライナ戦争・台湾有事と日本の
　安全保障
　　前防衛省総合幕僚長　河野　克俊　氏

キキキ ッッル プ

第12回 議会と語ろう会を開催します

11月19日（火） 場所：基山町役場４階 委員会室

① 13：30∼15：00

② 16：00∼17：30

レディースミーティング

∼みんなで語ろう町のこと、生活のこと∼

※①は女性のみの会となります

どなたでも参加可能です。
申込やご予約は必要ありません。
たのしくお話しましょう！
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スポーツクラブ紹介

クラブ結成15年目。51∼81歳のメンバー16名で週２回、自分のペース

で練習を楽しんでいます。ニュースポーツで知名度は低いですが、バド

ミントンコートで２対２で行い、ペアになった方のフォローもあるの

で、スポーツ初心者の方でも気軽に始めることができます。専用ラケッ

トの貸し出しもあり、体験やビジター参加も可能です。

一緒に体を動かし、話をしながら健康増進に努めませんか？

代表 森
もり

朋
とも

子
こ

基山ミニテニスクラブ

委 員 長 工藤絵美子 副委員長 佐々木敎雄 委 員 松石 健児
委 員 中村 絵理 委 員 中牟田文明 委 員 水田 志保

広報広聴常任委員会

新米の美味しい季節となりました。議会だより91号をお読みいただきありがとう
ございます。
今回の特集は『決算』。基山町のお財布事情がお分かりいただけましたでしょう
か？
あーだこーだと意見を出し合いながら、中学生でも分かる議会だよりを目指し奮

闘中です。
次回もお楽しみに！

（水田志保）

編 集 後 記


